
f
 

農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
 

」・
岬
 ー
で
、
金
木
柔
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年

叫
護
 
団
の
初
稽
古
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

老
》
・
 
た
ち二
十
九
名
は
、
元
気
よ
く
稽

驚
毒
 
古
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
 

《
蛾
蹄
 

柔
道
を
始
め
て
ま
だ

ー
カ
月
余
 

『貢
、
 
り
の
下
山
荊
奈
ち
ゃ
ん
は
、
 
「柔

麟
栖
 
道
は
楽
し
い
。
強
く
な
っ
て
男
の

一
 

子
を
投
げ
て
み
た
い
。
」
 
と
話
し

毒
 
て
く
れ
ま
し
た
。
 

小
・
中
学
生
三
人
が
体
か
ら
湯

気
が
上
が
り
、
流
れ
る
汗
を
土
俵

へ
落
と
し
な
が
ら
、
厳
し
い
稽
古

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
 

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
 

ー
相
撲
場
で
今
年
六
回
目
の
稽
古

に
来
て
い
た
野
上
怜
く
ん
は
 
「各

大
会
の
結
果
も
大
切
で
す
が
、
内

容
の
あ
る
い
い
相
撲
を
取
り
た
い
」
 

と
抱
負
を
述
べ
て
い
た
。
 

が
 

り
  
》
 

撲
 

柏
 

金
木
剣
武
館
（
会
長
H
一
戸
彰
）
 

の
小
学
生
十
二
名
が
金
木
警
察
署

の
稽
古
場
で
、
小
野
義
昭
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、

一
生
懸
命
、
 

稽
古
に
取
り
組
み
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

相
手
の
竹
刀
を
か
わ
し
、
素
早

く
懐
に
入
り
、
 
「
メ
ン
。
ド
ウ
。
 

小
手
」
と
次
々
に
連
続
技
を
何
回

も
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
 

郵義
馴
 

伊
 道

 
リ
 

実
 

膏
一
 

奪
一
 

圭
 

国に国囲『篭か孝けの同』 

一
 
【
 

協
同
組
合
金
木
あ
す
な
ろ
商
店

会

（代
表
理
事
H
角
田
省
逸
）
が
 

、
王
催
する
大
売
出
し
、
金
木
名
物
 

『
ど
か
ま
け
の
日
』
 
が二
月
五
日
、
 

六
日
に
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
大

勢
の
買
い
物
客
が
繰
り
出
し
、
商

店
街
は
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

売
り
出
し
期
間
中
に
商
店
会
加

盟
店
で
、
お
買
い
上
げ
千
円
ご
と

に
『
お
祭
り
参
加
券
』
が
進
呈
さ

れ
、
そ
の
お
祭
り
参
加
券
で
商
品

券
が
当
た
る
「
み
か
ん
付
抽
選
会
」
 

を
楽
し
み
、
「
ア
ツ
ア
ツ
お
そ
ば
」
 

で
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。
買
い

物
客
に
人
気
e
高
い
「
人
間
ば
ん

馬
ダ
ー
ビ
ー
」
 
の
会場
と
な
っ
た

役
場
前
駐
車
場
に
は
、

一
着
、
一
一

着
を
当
て
て
、
 一
撲
千
金
を
狙
う

人
た
ち
が
、
ダ
ー
ビ
ー
投
票
券
と

引
き
換
え
の
た
め
、
多
く
の
人
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ダ
ー
ビ
ー
会
場
に
設
置
さ
れ
た

高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
二
つ
の
雪

山
は
、
タ
イ
ヤ
を
引
い
て
出
走
す

る
子
ど
も
の
部

（約
一
〇
聴
）
、
 

女
性
の
部
（
約
四
〇
聴
）
、
そ
し

て
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
男
性
の

部

（約
六
〇
聴
）
の
選
手
た
ち
の

体
力
を
奪
い
、
途
中
で
進
め
な
く

な
る
選
手
や
転
ぶ
選
手
、
御
ひ
い

き
の
選
手
な
ど
に
送
る
声
援
や
笑
 

い
声
で
会
場
は
盛
り
上
が
っ
て
い
 

ま
し
た
。
 

ダ
ー
ビ
ー
レ

ー
ス
で
一
着
、
一
一
 

着
を
当
て
た
人
た
ち
は
、
四
千
円
 
・
 

の
配
当
額
を
受
け
取
り
、
 満
足
顔
。
 

ま
た
、
無
料
ど
か
ま
け
列
車
に
 

は
、
約
三
〇
〇
名
の
方
々
が
ご
利
 

用
さ
れ
、
 一
万
三
千
二
百
枚
の
お
 

祭
り
参
加
券
が
引
き
換
え
と
な
り
、
 

祭
り
期
間
中
の
消
費
額
は
、
数
千
 

万
円
に
及
び
ま
す
。
 

魅
力
あ
る
商
店
街
と
地
域
発
展
 

の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
金
木
名
物
 

『
どか
ま
け
の
日
』
は
、
相
変
わ
 

ら
ぬ
人
気
ぶ
り
で
し
た
。
 

女性の部の勇気ある戦士 
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舞い揚がる1itに感激ク 
金木津軽凧の会主催（会長一福長勝義）の第25回金木町凧揚げ大会が1 

月16日、中央公民館東側の水田で行われ、町内外から150名余りが参加し、 
自慢の凧と揚げ方のテクニックを競い合いました。 

開会式で審査基準などの説明を聞き、いざ出陣。当日は、あいにくのみ
ぞれ交じりの天気でしたが、子どもの部に出場したお子さんたちは、お父
さんやお母さんの手助けを受けながら、ー生懸命に凧の糸を操っていました。 
競技終了後、岡田麻未ちゃんは 「とても面白かった。家に帰っても凧を揚
げたい。」 と話してくれました。 

 

 

  

原子燃料サイクノl／地域座談会 
1月18日、町中央公民館で原子燃料サイクル地域座談会が開催され、町

民50名が参加しました。 
この座談会は、原子燃料サイクル事業の安全性に関しての疑問等にお答

えするために、県内各地で開催され、当町では 5年ぶりの開催となりました。 
原子燃料サイクル事業の必要性や安全性、施設の現状などの説明後、意

見交換で「説明内容に専門用語が多く分かりにくい。もっと分かりやすく
できないか」などの要望が出されていました。その後、野津こうへいさん
の特別講演が行われ、参加者たちの笑い声がホールに響いていました。 

 

地I次雪体験者に長いもプレゼント 
1月27日、其田秀幸さん（川倉）が地吹雪ツアー体験者17人に、畑で収

穫した長いも 1 kgをプレゼントしました。 
其田さんは「津軽で育った長いもを食べて、元気になってください。」と

地吹雪体験を終えたツアー客ひとりひとりに手渡していました。 
思いがけないプレゼントに愛知県からのツアー客は、寒さも忘れ「長い

も大好きです。感激です。」と大喜びでした。 
其田さんは 「今後のツアー客にも長いもをプレゼントしたい」と抱負を

述べていました。 

  

  

 

' 

伝統の技と味で交流を 
金木地域おふくろの味・技展が1月27日、町中央公民館で開催され、金

木町、中里町、市浦町、小泊村から約200名余りが参加し、地域住民と交流
を深めていました。 
会場では、生活技術伝達『タオルキャップ』の作り方や食の文化伝承財

料理『すり身汁とイカ料理』などの講習会、農水産物加工品の即売会など
が行われ、とても賑わっていました。 

また、 『伝承したいふるさとの味と技』の試食会では、自分がお気に入
りの作品に投票し、その作り方などを学ぼうと意欲的に取り組んでいました。 

住宅無料相談β脂受:., 
2月 6日、金木町商工会建設工業部会（部会長＝阿部正治）が、住宅無

料相談の開設と町建築組合（組合長＝中谷明良）の協力を得て、家庭用包
丁を無料で研ぐサービスを商工会ホールで行いました。 

この無料相談は、日頃のご愛顧に対する感謝と今後の消費拡大を図る目
的で開催され、今年で18回目を迎えたこの日、包丁を研いでいただこうと
多くの人たちが訪れて、約300本の包丁は、切れ味最高になりました。 

この無料サービスを受けた津島みつさんは「大変助かります。」と感謝の
ことばを述べていました。 
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東京ふるさと金木会会員葛西勝昭さんからのお便りをご紹介します。 	 Vol.30 

ふるさと金氷 

一
 

一
 
ー
 

一
 

【東京ふるさと金木会事務局】 〒170-0002 東京都豊島区巣鴨1-3-22 アドニス天野 2F 

加藤税理士事務所内 	TEL 03-3942-8825・FAX 03-394 

故郷の皆さん、昨年は色々と大変な年であったことと存じます。例年になく台風が上陸し、また、新

潟では地震、年末には東南アジアで大津波と大きな被害を及ぼしました。 

金木町では、合併問題について、金木会の総会で鳴海町長より話を伺っており、今年も大変なことだ

と思います。恒例で行っております金木高校在京同窓会は昨年、思考を変えて、横浜の中華街で中華料

理を食しながら開催いたしました。校長先生をはじめとして、沢山の方々に参加して頂きまして、楽し

く、また故郷の話題で盛り上がりました。 

しかしながら、昨今の不況のせいか、東京方面に

就職される人が少ないのか、若い卒業生の参加が少

なかったように思われ、寂しさを感じております。 

今年もまた、在京同窓会を実施する予定でおります。 

故郷の皆さんにもお願いし、沢山の人たちが参加で

きるように広報でお知らせ頂ければ幸いと存じます。 

同封の写真は、16年度同窓会の開催時に横浜中華街

で撮ったのものです。年1回の開催で皆さんとお会

いし、故郷の話題にする事を楽しみにしております

のでよろしくお願いします。 

金木高等学校在京同窓会会長 葛 西勝 昭 

●

国
民
年
金
保
険
料

（
平成
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
）
 

《ニ
ケ
月
〉
一
二
、
五
八
〇
円
 

《
一
年
分》
一
六
一
一
、九
」ハ
〇
円
 

◆
当
月
振
替
え
に
よ
り
国
民
年
金
険
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
保
険
料
の
ロ
座
振
替
は
、
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
保
険
料
が
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
納
付
す
る
時
間
が
省
け
る
の
で
便
利

で
安
心
で
す
。
 

◆
そ
の
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
に
さ
ら
に
お
得
さ
が
加
わ
り
ま
す
。
 

通
常
の
振
替
方
法
を
し
た
と
き
は
保
険
料
の
納
付
期
限

（
翌月
末
日
）
に
振
替
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
四
月
か
ら
は
、
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
振
替
す
る
と
、
割
引
さ
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
断
然
お
得
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
 

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◆
四
月
か
ら
三
十
歳
未
満
の
方
を
対
象
と
し
た
「若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が新
設
さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
は
所
得
の
少
な
い
三
十
歳
未
満
の
方
が
所
得
の
多
い
世
帯
主
と
同
居
し
て
い

る
こ
と
で
、
免
除
に
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
三
十
歳
未
満
の
年
金
受
給
権
を

確
保
す
る
た
め
に
、
同
居
し
て
い
る
世
帯
主
の
所
得
と
関
係
な
く
、
本
人
及
び
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
が
基
準
額

（
全
額免
除
基
準
）
以
下
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
 

☆
承
認
さ
れ
る
と
 

o

納
付
猶
予
期
間
中
に
、
障
害
、
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
、
 一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

o

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
 

o

納
付
猶
予
期
間
か
ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

⑥
将
来
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
ゃ
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
追
納
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
（※
た
だ
し
、
二
年
を
過
ぎ
た
保
険
料
に
は
加
算
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。）
 

＊
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
国
民
年
金
担
当
課
ま
で

一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ル
 

ー
 
、
 

、
い
 

倒
民

年

金
情

報
 

四
月
から
国民
年
金
保
険
料
が
か
わ
り
ま
すo
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熟
睡
ご
き
な
い
か
ら
トイ
レ
に
行
5

一
 

そ
れ
と
も
トイ
レ
に
行
く
か
ら
熟睡
ご
き
な
い？
 

冬
に
な
る
と
夜
オシ
ッ
つ
に
起
き
る
の

は
当
た
り
前
？な
ぜ
？
な
ぜ
？
 

コ
I切広瓶倉倉ぎガ隼2周骨  

カ
や
カ
ナ
ダ
で
は
生
存
し
て
い
る
男

性
の
中
で
前
立
腺
癌
を
持
っ
て
い
る

割
合
は
他
の
癌
に
比
べ
一
番
多
い
と

の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
 

不
眠
症
を
夜
問
頻

尿
の
原
因
 

不
眠
症
と

一
言
で
い
っ
て
も
原
因

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
寝
付
き
の

悪
い
入
眠
障
害
、
途
中
で
目
が
覚
め

る
中
途
覚
醒
、
早
朝
に
目
が
覚
め
る

早
朝
覚
醒
、
う
つ
ら
う
つ
ら
と
し
か

眠
れ
な
い
浅
眠
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の

混
合
型
な
ど
で
す
。

一
般
に
は
夜
は

尿
が
濃
く
な
り
、
尿
量
が
少
な
く
な

り
ま
す
が
、
眠
れ
な
い
と
い
う
こ
と

は
脳
が
活
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
 

正
常
な
人
で
も
徹
夜
を
す
る
と
ト
イ

レ
に
何
回
も
行
き
ま
す
。
結
局
眠
ら

な
い
と
腎
臓
で
尿
が
作
ら
れ
ト
イ
レ

に
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
0
 

不
眠
が
続
く
と
き
は
、
睡
眠
剤
の
併
 

用
も
必
要
で
し
ょ
う
。
 

一
 
体
が
冷
え
る
と
ト
イ
レ
が
近
く
な

る
こ
と
は
誰
で
も
経
験
し
た
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
体
が
冷

一
 
える
こ
と
に
よ
っ
て
汗
を
か
か
な
く
 

ー
 
な
り
、代
謝
さ
れ
た
水
分
が
汗
か
ら

で
な
く
尿
と
し
て
腎
臓
か
ら
排
池
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
尿
量
が
増

え
る
の
で
す
。
特
に
夜
間
に
体
が
冷

一
 
える

と
尿
量
が
多
く
な
り
、
夜
間
の
 

ー
 
オ
シ
ソコ
の
回
数
が
多
く
な
る
原
因

と
な
り
ま
す
。
冷
え
性
の
人
は
寝
る

一
 
前e
K
浴
や
電
気
毛
布
を
使
用
す
る

一
 
な
ど
、体
の
冷
え
に
対
し
て
工
夫
し
 

ー
 た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

中
年
女
性
以
降
に
多
い
夜
問
頻
尿
 

中
年
以
降
の
女
性
に
多
く
見
ら
れ

る
夜
間
頻
尿
は
、
日
中
も
ト
イ
レ
が

近
く
、
尿
を
漏
ら
す
こ
と
も
あ
る
の

で
す
。
こ
の
頻
尿
や
尿
失
禁
の
原
因

は
、
慢
性
勝
脱
炎

（
勝耽
炎
を
こ
じ

ら
せ
て
し
ま
っ
た
、
慢
性
化
し
た
状

態
）
、
腹
圧
性
尿
失
禁

（
勝脱
が
子

宮
と
と
も
に
下
降
し
、
勝
脱
に
あ
る

程
度
尿
が
た
ま
る
と
我
慢
で
き
ず
に

漏
れ
て
し
ま
う
。
咳
ゃ
く
し
ゃ
み
で

ひ
ど
く
漏
れ
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
原
因
を
確
か
め
、
専
門
的
な

治
療
を
し
な
け
れ
ば
な
か
な
か
改
善

し
ま
せ
ん
。
 

で
、
夜
間
に
尿
が
濃
縮
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
尿
の
濃
縮
作
用
は
夜
中
に
脳
下
 

垂
体
か
ら
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
 
一

分
泌
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
り
 
ー
 

ま
す
。
こ
の
働
き
が
あ
る
か
ら
夜
間
 
一

は
尿
量
が
少
な
く
な
り
、
夜
ト
イ
レ
 
ー
 

に
起
き
な
い
の
で
す
。
 

一

し
か
し
夜
、
目
が
覚
め
て
い
る
と
 

こ
e
濃
縮
作
用
が
な
く
な
り
、
何
度
一

も
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
 

へ
，
 

へ
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夜
問
頻
尿
 

内
醒

森

弘
、
 

'
.
，
電
二
j
g噂
，
I
d!

”一
 

轟
，

・

i
，

「

‘
》

篭
 

夜
、
ォ
シ
ッ
コ
に
起
き
る
ー
夜
間

頻
尿
ー
、
原
因
は
何
で
し
ょ
う
？
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
？
 

夜
、
オ
シ
ッ
コ
に
起
き
る
原
因
は

色
々
あ
り
、
病
気
な
の
か
、
そ
れ
と

も
正
常
な
の
か
、
一
概
に
は
断
定
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
男
性
か
女

性
か
、
年
令
は
何
才
か
、
何
か
病
気

を
持
っ
て
い
る
か
、
な
ど
で
原
因
と

な
る
要
素
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
 こ

こ
で
は
、
ま
ず
男
性
に
多
い
前
立
腺

肥
大
症
に
つ
い
て
ふ
れ
、
他
に
夜
間

ト
イ
レ
に
起
き
る
原
因
と
な
る
疾
患

や
状
態
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
 一門

門
器
関
圃
」
 

4
0才
代
ご
ろ
か
ら
「
尿
の
出
が
悪

い
、
飛
ば
な
く
な
っ
た
」
と
自
覚
し

て
い
る
男
性
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
 

5
0才
代
の
男
性
で
5
0％
、
6
0才
代
で
 

6
0％
、
7
0才
代
で
7
0％
の
人
に
前
立

腺
肥
大
症
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
症
状
は
排
尿
の
時
、
か
な
り

力
ま
な
い
と
尿
が
出
な
い
と
か
、
夜

に
何
回
も
オ
シ
ッ
コ
に
起
き
る
、
ト
 
 

イ
レ
が
近
く
排
尿
の
間
隔
が
2
時
間

も
た
ず
排
尿
を
し
て
も
下
腹
部
が
す

つ
き
り
し
な
い
、
尿
が
残
っ
た
感
じ
 

（
残尿
感
）
が
あ
る
、
尿
意
を
感
じ

る
と
漏
れ
そ
う
に
な
り
ト
イ
レ
に
駆

け
込
む
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
前
立
腺

肥
大
症
の
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
 

男
性
に
と
っ
て
は
イ
ヤ
な
こ
と
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
自
覚
症
状
が
出
て
も

泌
尿
器
科
で
診
察
を
受
け
る
こ
と
に

大
き
な
抵
抗
が
あ
り
そ
の
ま
ま
症
状

を
引
き
ず
っ
た
ま
ま
時
間
だ
け
が
経

過
し
て
し
ま
っ
て
慢
性
化
す
る
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
。
 

前
立
腺
は
男
性
生
殖
器
で
精
嚢
腺
 

（
せ
い
の
う
せ
ん
）
と
と
も
に
精
液

を
分
泌
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
勝

耽
に
尿
が
た
ま
る
と
尿
意
を
感
じ
ま

す
が
前
立
腺
は
勝
脱
の
出
口
に
あ
り
、
 

加
齢
と
共
に
腫
れ
て
く
る
と
尿
道
を

圧
迫
し
て
尿
が
出
に
く
く
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
が
前
立
腺
肥
大
症
で
す
。
特
に

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
オ
シ
ッ
コ
が

で
に
く
い
状
態
が
強
く
な
り
ま
す
。
 

加
齢
変
化
に
伴
う
老
人
特
有
の
疾

患
は
確
か
に
元
に
戻
ら
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
高
齢
化
社
会
の
進

行
に
よ
り
老
年
医
学
が
研
究
さ
れ
て

き
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
実
際
の
臨

床
の
場
に
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
排

尿
障
害
を
引
き
起
こ
す
他
の
合
併
症
 

（脳
疾
患
や
脊
髄
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
）
 

が
な
い
前
立
腺
肥
大
症
の
約
9
0％
は

内
服
薬
に
よ
る
治
療
で
症
状
の
改
善
 
 

が
可
能
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
残
り
の
1
0％
の
前
立
腺
肥
大
症

は
自
覚
症
状
の
改
善
が
な
い
、
勝
脱

に
た
ま
っ
た
尿
を
排
池
し
き
れ
な
い

状
態
が
さ
ら
に
強
く
な
る
、
そ
の
結

果
腎
臓
に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
す
な

ど
の
た
め
、
手
術
療
法
が
必
要
で
す
。
 

手
術
療
法
は
、
開
腹
手
術
、
内
視
鏡

手
術
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
に
よ
る
手
術
、
 

温
熱
療
法
な
ど
が
あ
り
、
専
門
医
と

よ
く
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

う
。
 

「
前立
腺
肥
大
症
に
悪
性
はな
い
の
か
っ「
〕
 

良
性
の
前
立
腺
肥
大
症
と
悪
性
の

前
立
腺
癌
は
初
期
の
頃
は
問
診
で
は

全
く
区
別
が

つ
き
ま
せ
ん
。
触
診
 

（
前
立
腺
は肌
門
か
ら
指
で
触
れ
る

直
聴
診
に
よ
っ
て
触
診
が
で
き
ま
す
）
 

ゃ
超
音
波
検
査
、
腫
蕩
マ
ー
カ
ー
な

ど
を
行
い
な
が
ら
前
立
腺
肥
大
症
か

前
立
腺
癌
か
を
鑑
別
し
ま
す
が
、
前

立
腺
癌
は
前
立
腺
生
検
と
い
っ
て
前

立
腺
組
織
を
一
部
針
で
切
除
し
そ
れ

を
顕
微
鏡
で
検
査
す
る
方
法
に
よ
っ

て
確
定
的
な
診
断
を
つ
け
ま
す
。
前

立
腺
癌
の
早
期
診
断
や
確
定
診
断
は

泌
尿
器
科
の
専
門
医
で
な
け
れ
ば
難

し
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

前
立
腺
癌
検
診
な
ど
が
実
施
さ
れ
る

と
早
期
発
見
が
可
能
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
前
立
腺
肥
大
症
の
5
、
1
0
 

％
に
前
立
腺
癌
が
潜
ん
で
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
し
、
す
で
に
ア
メ
リ
 

、 
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気
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に
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1月末現在 	前年同月比 

△ 87人

△ 103人 

△ 190人 

世帯数 4, 080 	△ 5 

男 5,  448人 

女 6,  069人 

計 11, 517人 

r
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一
 
 

II 	Mrn= 4+ II 町では、10月 1日現在を調査期日とする国 
'vノノ、“ーーノ~’ 勢調査（調査員83人）など、今後実施され
る各種統計の調査員を募集しています。 
調査員の活動内容は、指定された調査区内において調査対象者

等宅を調査期日前に調査して、調査票を配布（記入の仕方などの
説明含む）し、後日同票を回収・検査して町に提出してもらいま
す。調査員には、報酬と旅費などが支給されます。なお、調査員
は登録制となり、申込者全員が交互に従事していただきます。 
調査員をご希望する方は、各種統計調査員登録申込書（企画観

光課備付）に必要事項を記入し、提出してください。 
《お問い合わせ》 企画観光課 

ー
お
詫
び

ー
 

広
報
か
な
ぎ
平
成
十
七
年
一
月
 

号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
 

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

▼
十
頁
 

戸
籍
の
窓
の
一
月
届
出
分
は
、
 

十
二
月
届
出
分
で
し
た
。
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